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まちかど散歩みち

元
町
議
会
議
員
の
味
間
喜
久
雄
さ
ん
（
八
十
八
歳
）

が
高
齢
者
叙
勲
と
し
て
旭
日
単
光
章
を
受
け
、
六
月

四
日
、
徳
島
県
庁
に
お
い
て
飯
泉
徳
島
県
知
事
か
ら

勲
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

味
間
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
勝
浦
町
議
会
議
員

に
就
任
以
来
、
連
続
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
ま
し
た
。

在
職
期
間
中
は
、
議
会
議
員
活
動
に
懸
命
に
取
り

組
み
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

味
間
さ
ん
の
町
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の
受
章
に

対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

２

元
町
議
会
議
員

味

間

喜
久
雄
さ
ん

（
棚

野
）

ふ
る
さ
と
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

〔
近

畿
〕

第
十
四
回
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
の
総
会
が
、

五
月
二
十
七
日
に
兵
庫
県
西
宮
市
の
「
ノ
ボ
テ
ル
甲
子

園
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
七
十
九
人
と
勝
浦
町

か
ら
三
十
二
人
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。ふ

る
さ
と
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
勝
浦
町
の
発
展
に

協
力
し
た
い
と
の
倉
越
会
長
の
力
強
い
ご
あ
い
さ
つ
の

後
、「
高
齢
化
社
会
と
医
療
」
と
題
し
、
大
阪
済
生
会

千
里
病
院
の
藤
井
昇
院
長
補
佐
に
よ
る
講
演
や
、
や
っ

こ
連
の
阿
波
踊
り
も
あ
り
、
徳
島
県
大
阪
事
務
所
か
ら

い
た
だ
い
た
「
ち
く
わ
」
や
勝
浦
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

イ
タ
ド
リ
に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
は
十
五
回
と
い
う
記
念
の
年
に
あ
た
る

と
い
う
こ
と
で
、
勝
浦
町
に
お
い
て
総
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

〔
関

東
〕

第
十
一
回
関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
の
総
会
が
、
六
月

二
日
に
「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
員
四
十
五
人
、
勝
浦
町
か
ら
七
人
の
出
席
が
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
の
会
に
な
り
ま
し
た
。

森
会
長
か
ら
衆
知
を
集
め
、
会
員
増
を
図
り
、
ふ
る

さ
と
勝
浦
町
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
の
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
遠
い
地
で
ふ
る
さ
と
な
ま
り
が
懐
か
し
い

と
、
ふ
る
さ
と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

【
ふ
る
さ
と
会
か
ら
の
お
願
い
】

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
、
関
東
阿

波
か
つ
う
ら
会
両
会
の
会
長
か
ら
新
規
会

員
募
集
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

親
戚
の
人
・
近
所
の
人
や
同
級
生
で
県

外
に
住
ん
で
い
る
方
の
お
知
り
合
い
が
あ

れ
ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
会
の
加
入
勧
誘
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
５

旭日単光章受章



第
二
十
二
回

国
民
文
化
祭
プ
レ
事
業

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

３

六
月
四
日
、
勝
浦
い
き
い
き
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
会
長

の
押
栗
義
雄
さ
ん
（
与
川
内
）
が
、
徳
島
県
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
押
栗
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
徳

島
県
果
樹
研
究
連
合
会
会
長
や
勝
浦
い
き
い
き
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
会
長
と
し
て
、
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

押
栗
さ
ん
は
、
徳
島
県
果
樹
研
究
連
合
会
で
三
十

一
年
間
、
ま
た

勝
浦
い
き
い
き

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

（
旧

勝
浦
町
果

樹
研
究
会
）
で

三
十
年
間
農
業

振
興
活
動
に
尽

く
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
の
受
賞

を
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま

す
。

徳
島
県
果
樹
研
究
連
合
会

会
長

押

栗

義

雄
さ
ん

（
与
川
内
）

徳
島
県
表
彰
を
受
賞

五
月
十
九
日
、
午
後
二
時
か
ら
、
第
二
十
二

回
国
民
文
化
祭
プ
レ
事
業
「
今
山
農
村
舞
台
春

公
演
」
が
新
緑
に
囲
ま
れ
た
今
山
農
村
舞
台
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
家
族

連
れ
や
愛
好
家
ら
約
三
百
人
が
、
阿
波
人
形
浄

瑠
璃
や
邦
楽
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
ず
勝
浦
高
校
民
芸
部
が
沢
市
と
お
里
の
夫

婦
の
愛
情
物
語
「
壺
坂
観
音
霊
験
記
」
を
、
つ

づ
い
て
勝
浦
座
が
仙
台
藩
・
伊
達
家
の
お
家
騒

動
を
題
材
に
、
母
と
子
の
情
愛
を
描
い
た

「
伽
羅
先
代
萩

め
い
ぼ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ

」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
上
演
し
ま
し
た
。

特
に
「
伽
羅
先
代
萩
」
は
勝
浦
座
が
上
演
す

る
数
あ
る
外
題
の
な
か
で
も
得
意
と
す
る
一
つ

で
あ
り
、
太
夫
の
語
り
と
三
味
線
に
合
わ
せ
て

人
形
が
操
ら
れ
る
と
、
観
客
は
舞
台
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
重
要
な
場
面
で
は
、
か

け
声
や
盛
ん
な
拍
手
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
徳
島
市
の
「
徳
島
邦
楽
集
団
」
も
琴
、

尺
八
の
演
奏
と
、
徳
島
市
出
身
の
三
木
稔
氏
作

曲
の
オ
ペ
ラ
「
鶴
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

当
日
は
と
き
お
り
雨
の
ぱ
ら
つ
く
空
模
様
で
、

午
後
五
時
を
過
ぎ
る
と
周
り
も
薄
暗
く
な
り
、

鶴
を
演
じ
た
玉
西
和
代
さ
ん
の
姿
は
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
に
浮
か
び
上
が
り
幻
想
的
で
美
し
く
、

艶
の
あ
る
歌
声
が
農
村
舞
台
を
包
む
木
立
の
な

か
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
今
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
第
二

十
二
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
二
〇
〇
七
」

に
今
山
農
村
舞
台
も
参
加
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

国民文化祭だより シリーズ２

今
山
農
村
舞
台
春
公
演

開
催
さ
れ
る



稲
井
稔
教
育
長
が
高
校
球
児
の
育
成
に
功
績

の
あ
っ
た
指
導
者
に
贈
ら
れ
る
「
育
成
功
労
賞
」

を
、
日
本
高
野
連
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

稲
井
さ
ん
は
、
一
九
六
五
年
に
辻
高
校
で
監

督
に
就
い
た
の
が
指
導
者
と
し
て
の
始
ま
り
で
、

以
後
六
六
年
か
ら
七
年
間
勝
浦
園
芸
高
校
（
現

勝
浦
高
校
）
で
軟
式
野
球
を
指
導
し
、
第
十
二

回
国
民
体
育
大
会
で
三
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

七
三
年
か
ら
は
小
松
島
高
校
で
監
督
を
十
七
年

間
、
部
長
を
三
年
間
努
め
、
七
六
年
秋
季
大
会

で
は
徳
島
県
代
表
と
し
て
、
四
国
大
会
に
出
場

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
硬
式
野
球
部
が
で
き
た
勝
浦
高
校

で
部
長
を
務
め
、
二
〇
〇
〇
年
の
退
職
ま
で
県

高
野
連
常
任
理
事
を
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
後
は
阿
南
高
専
で
監
督
に
復
帰
し
、
二

〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
指
導
さ
れ
ま

し
た
。

稲
井
さ
ん
は
「
身
に
余
る
光
栄
。
七
五
年
の

夏
の
県
大
会
二
回
戦
で
優
勝
候
補
筆
頭
だ
っ
た

池
田
高
校
に
延
長
十
一
回
、
一
―
〇
の
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
し
た
こ
と
が
特
に
印
象
深
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

４

勝
浦
町
教
育
委
員
会

教
育
長

稲

井

稔
さ
ん

（
横

瀬
）

日本高野連「育成功労賞」受賞

男女別９人制

バレーボール大会

地区対抗

６月11・12日に地区対抗男女別９人制バレーボール

大会が開催されました。男子７チーム、女子８チーム

の参加があり、白熱した試合が行われました。

試合結果（男子）優勝：沼江石原 準優勝：生名

（女子）優勝：棚野 準優勝：横瀬

選手の皆様、関係者の皆様、お疲れさまでした。

優勝：棚野

優勝：沼江石原

五
月
二
十
七
日
徳
島
県
立
中
央
武
道
館
に

お
い
て
第
七
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
大
会
徳
島
県
選
考
会
が
開
催
さ
れ
、
横

瀬
小
学
校
六
年
の
西
田
心
く
ん
が
形
の
部
で
、

徳
島
県
代
表
と
し
て
六
年
連
続
で
出
場
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

西
田
く
ん
は
五
歳
か
ら
日
本
空
手
道
松
濤

館
流
三
空
会
勝
浦
道
場
に
通
い
始
め
、
日
々

練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

八
月
五
日
か
ら
東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ

る
、
全
国
大
会
に
向
け
て
猛
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

西
田
く
ん
の
今
後
の
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

西
田

心
く
ん

（
棚

野
）

六
年
連
続

全
国
大
会
出
場
！



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

５

第21回参議院議員通常選挙が７月29日 に執行されます。

みなさんの一票は、今後の国政を担う代表者を決定する大切な一票です。

投票日には必ず投票しましょう。

7月29日 は
第21回参議院議員通常選挙

の投票日です!

投票時間 ７月29日 午前７時～午後８時まで

【期日前投票】

選挙当日、仕事や旅行などで町内にいない場合は、公

示日の翌日から選挙前日まで下記の場所・日時で、期日

前投票ができます。

場 所 勝浦町役場住民課内 期日前投票所

日 時 ７月13日 ～７月28日 までの

午前８時30分～午後８時まで

※土・日・祝日も投票できます。

【不在者投票】

県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホームなど

の施設に入院・入所している人は、従来どおりその施設

でも不在者投票ができる場合があります。事前に病院・

施設等にお申し出ください。

【郵便による不在者投票】

身体に重度の障害があり、法律に定められた障害の程

度に該当する方は、あらかじめ「郵便等投票証明書」の

交付を受けて、郵便等による不在者投票をすることがで

きます。

※郵便等による不在者投票をすることができる選挙人で、

自ら投票の記載ができない方（法律に定められた障害

の程度に該当される方）は、代理記載制度があります。

ただし、代理記載できる人は、選挙権を有して、あら

かじめ勝浦町選挙管理委員会委員長に届出書を提出し

た方です。

【問い合わせ先】

勝浦町住民課内 勝浦町選挙管理委員会 （42）1501

投票区 場 所 地 区 投票区 場 所 地 区

第１ 掛谷集会所 石原・沼江・掛谷・山西 第５ 横瀬集会所 中山・横瀬

第２ 勝浦町農村婦人の家 中角・生名 第６ 与川内集会所 与川内

第３ 勝浦会館 今山・黒岩・星谷 第７ 坂本区民集会所 坂本

第４ 棚野集会所 久国・棚野・立川

坂
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
運
営
委
員
会
で
は
、

本
年
度
、
町
か
ら
助
成
を
受
け
て
み
か
ん
作
り
講

座
を
開
設
し
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
に
行
な
わ
れ
た
開
講
式
に
は
、
町

内
外
か
ら
、
み
か
ん
園
を
持
ち
、
み
か
ん
作
り
を

し
て
い
る
人
や
初
め
て
み
か
ん
作
り
を
す
る
人
な

ど
、
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
自
己
紹
介
で
は
、

講
座
に
よ
せ
る
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
に
語
り
、
な
ご

や
か
に
開
講
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
第
一
回
講

座
が
行
わ
れ
、
西
野
講
師
に
よ
る
講
義
と
、
現
地

で
の
消
毒
の
実
習
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
の
受
講
生
で
し
た
。

坂
本
農
楽

み
か
ん
組

開
講

������

����



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

６

年金から天引きされる「特別徴収」と、納付書に基づき、個別に納めて頂く「普通徴収」の

２通りあります。

※年金額が18万円以上の方でも普通徴収となる場合もあります。

年金の定期払い（4・6・8・10・12・2月）

の時に天引きされます。
①老齢年金が年額18万円以上の方 特別徴収

納付書により（7・8・9・10・11・12月）

納付いただきます。口座振替もできます。
②老齢年金が年額18万円未満の方 普通徴収

介護保険
第１号被保険者
（65歳以上）の
みなさんへ

平成19年度の介護保険料を７月中旬に通知し

ます。今回は特別徴収の方、普通徴収の方（下

段「介護保険料の納め方」参照）全員に年間保

険料や納期ごとの金額などを確定しお知らせし

ます。徴収方法により取扱が変わってきますの

で、内容をよくご確認いただき、納付忘れ等の

ないようにご協力をよろしくお願いします。

基準額は第４段階で、年額で55,200円となります。

平成19年度の保険料

※税制改正により第５段階となる方

税制改正がなかった場合の段階 保険料（年額）

第４段階 64,030円

第３段階 59,610円

第２段階 55,200円

第１段階 55,200円

☆ 激変緩和措置 ☆

税制改正(※)の影響で保険料の段階が

第４段階または第５段階へ上昇する場

合は、本来かかる保険料よりも抑えた

金額にする措置があります。(年額)

第６段階

82,800円

本人が住民税課税で前年の所

得が200万円以上

第５段階

69,000円
本人が住民税課税で上記以外

第４段階

55,200円

本人が住民税非課税

（世帯に課税者がいる）

第３段階

41,400円

世帯全員が住民税非課税で第

２段階に該当しない

第２段階

27,600円

世帯全員が住民税非課税で課

税年金収入と所得金額の合計

が80万円以下

第１段階

27,600円

老齢福祉年金受給者で世帯全

員が住民税非課税及び生活保

護受給者

介護保険料の額は、市町村単位でどの程度介護サービスが必要かによって、基準額が決まり

ます。そのうえで、所得段階別に個人の保険料額が決まります。

平成19年度の勝浦町の基準額は月額4,600円です。所得段階は下表のとおりです。

介護保険料の決め方（第１号被保険者）

介護保険料の納め方

※税制改正により第４段階となる方

税制改正がなかった場合の段階 保険料（年額）

第３段階 50,230円

第２段階 45,810円

第１段階 45,810円

(※)税制改正とは、「65歳以上の非課税措置

の段階的廃止」のこと

【お問い合わせ】 勝浦町福祉課 介護保険係 42-1502 ＩＰ 050-3438-7148(代)
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で
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祭
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催
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れ
、
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〉
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台
〉
で
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加
し
ま
す

７

Ａ Ａ ＡＡ

Ａ Ａ Ａ

ＱＱ ＱＱ

Ｑ Ｑ Ｑ児
童
手
当
は
ど
ん
な
制
度
？

児
童
手
当
に
は
２
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
が
「
児
童
手
当
」、
も
う
一
つ
が
「
特
例
給
付
」
で
す
！

豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
さ
さ
え
る
子
ど
も
達
が
、
心
も
体

も
健
や
か
に
育
ち
、
幸
せ
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
が
必
要
！
子
育
て
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
、
児
童
手
当
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
と

く
ら
し
、
子
ど
も
を
養
い
、
守
り
育
て
る
方
の
生
活
を
安
定
さ
せ
、

生
活
の
質
が
高
ま
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

児
童
手
当
の
手
続
き
は

ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
？

住
所
地
の
役
場
の
窓
口
（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）
に
な
り

ま
す
。「
認
定
請
求
書
」
等
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
！

注
意
：
児
童
手
当
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
の
「
認
定
請
求
」
や
、

支
給
対
象
児
童
が
増
え
た
場
合
の
「
額
改
定
認
定
請
求
」
等

の
手
続
を
し
な
い
と
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
遅
れ
た
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支
給
対
象
児
童
が
減
っ
た
場
合
の

「
額
改
定
届
」
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
退
職
し
特
例
給

付
の
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
「
受
給
事
由
消
滅
届
」

な
ど
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
も
ら
っ
た
手
当
を
返
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
は
い
つ
も
ら
え
る
の
？

毎
年
２
月
・
６
月
・
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
（
例
え
ば
、

６
月
に
は
、
２
月
・
３
月
・
４
月
・
５
月
の
４
か
月
分
）
が
ま
と

め
て
も
ら
え
ま
す
。

注
意
：
初
め
て
児
童
手
当
を
も
ら
う
場
合
は
、
申
請
し
た
日

の
翌
月
分
か
ら
支
払
月
の
前
月
分
ま
で
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

注
意
：
一
つ
の
家
庭
の
中
で
受
給
者
が
二
人
以
上
に
は
な
り

ま
せ
ん
！
あ
く
ま
で
も
、
受
給
者
は
一
人
で
す
。

お
父
さ
ん
に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
家
庭
に
お
い
て
、
そ
の
子
ど
も
に
対
す
る
受
給
資
格
の
要

件
に
最
も
あ
う
方
が
児
童
手
当
の
申
請
者
に
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
を
申
請
す
る
の
は
お
父
さ
ん
？

一
つ
目
の
条
件

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。
国
籍
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
！

二
つ
目
の
条
件

児
童
手
当
が
も
ら
え
る
の
は
、
小
学
校
６
年
生
修
了
ま
で
で
す
！

三
つ
目
の
条
件

所
得
額
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
（
子
ど
も
を
養
育
し
生
計
を

維
持
し
て
い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
額
未
満
の
場
合
に
も
ら
え

ま
す
。）

四
つ
目
の
条
件

親
が
養
育
し
て
い
な
い
場
合
は
、
親
で
な
く
て
も
子
ど
も
と

く
ら
し
、
子
ど
も
を
養
い
、
守
り
育
て
て
い
れ
ば
、
児
童
手
当

が
も
ら
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
！

子
ど
も
と
く
ら
し
、
子
ど
も
を
養
い
、
守
り
育
て
る
、

そ
の
よ
う
な
方
な
ら
、
児
童
手
当
が
も
ら
え
ま
す
！

児
童
手
当
を
も
ら
え
る
の
は
ど
ん
な
人
？

ただし、条件があります！

「
特
例
給
付
」っ
て
な
ん
な
の
？

所
得
が
一
定
額
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
児
童
手
当
と

同
額
の
給
付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
対
象
と
な
る
子
ど

も
の
年
齢
に
つ
い
て
も
児
童
手
当
と
同
じ
で
す
。

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
）

等
の
特
例
と
し
て
も
う
け
ら
れ
た
給
付
で
す
。

児
童
手
当
の
受
け
取
り
方
は
？

「
認
定
請
求
書
」
に
振
り
込
み
口
座
名
等
を
記
入
す
る
欄
が
あ

り
ま
す
。
記
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
金
融
機
関
な
ど
へ
振
り
込

ま
れ
ま
す
！

※児童手当や特例給付（小学校修了前特例給付）のことについて、おわかりにならない

ことや詳しいことは、役場福祉課（公務員の方は勤務先）へお問い合わせ下さい。

役場窓口には、児童手当制度のご案内（しおり）もありますのでご利用下さい。

【問い合わせ】 勝浦町福祉課 (42)1502 IP 050（3438）7148(代)

もう申請は

済みましたか？

生まれた日の翌月から12歳になって
最初の３月までもらえます！
（12歳到達後最初の年度末まで）

最初の子どもからもらえます！

支給期間

支給対象

支
給
金
額

３歳未満…… 一律 10,000円（月額）

３歳以上
最初の子ども 5,000円（月額）

２人目の子ども 5,000円（月額）

３人目以降の子ども 10,000円（月額）

手 当童児



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

８

子
ど
も
が
朝
食
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
身
体
面
・
精
神
面
の
発
育

発
達
だ
け
で
な
く
家
族
の
団
ら
ん
や
望
ま
し

い
生
活
習
慣
の
形
成
な
ど
重
要
な
意
義
が
あ

り
ま
す
。

徳
島
保
健
所
で
は
、
家
族
で
生
活
習
慣
を

考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
管
内

の
小
中
学
生
か
ら

”
朝
食

“
に
焦
点
を
当

て
て
「
図
画
」、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
内
容

子「
図
画
」
ま
た
は
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
両

方
の
応
募
も
可
）

各
家
庭
で
の
朝
食
の
様
子
が
現
れ
て
い
る

も
の
、
朝
食
作
り
の
お
手
伝
い
や
家
族
の
役

割
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
。

【
図
画
の
部
】

画
用
紙
（
四
つ
切
り
）

★
文
字
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
部
】

Ａ
４
版
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
枚
以
内

（
本
文
は
二
百
字
以
上
四
百
字
以
内
）

★
作
品
の
裏
面
に
、
※

募
集
要
項
に
添
付

さ
れ
て
い
る
応
募
票
を
貼
り
付
け
て
く
だ

さ
い
。

※
募
集
要
項
は
各
小
中
学
校
ま
た
は
徳
島

保
健
所
に
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

徳
島
保
健
所
管
内
の
小
学
生･

中
学
生

募
集
期
間

平
成
十
九
年

九
月
三
日

～
九
月
十
日

賞
応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
選
び
ま

す
。
（
朝
食
の
大
切
さ
が
よ
く
表
れ
て
い
る

も
の
）

入
賞
者
に
は
学
校
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

応
募
先

お
子
さ
ん
が
所
属
す
る
小
中
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

徳
島
保
健
所

健
康
対
策
係

０
８
８（
６
５
２
）５
１
５
１

〈
内
線
１
３
１
〉
徳
島
市
新
蔵
町
三
丁
目
八
〇

平
成
十
九
年
度

「
朝
食
に
関
す
る
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
」
作
品
募
集

平
成
十
九
年
度

自
衛
官
募
集
案
内

募集種目 募 集 人 員 資 格 受 付 試 験 期 日

防衛大学校学
（推薦）注１

人文社会：約20名
（うち女子約５名） 高卒（見込み含む）

21歳未満
9月5日～7日 ９月23日・24日

理工：約80名
（うち女子約５名）

防衛大学校学
（一般）

人文社会：約65名
（うち女子約５名）

高卒（見込み含む）
21歳未満

（自衛官は23歳未満）
9月7日～28日

１次 11月10日・11日
２次 12月11日～14日理工：約295名

（うち女子約20名）

防衛医科大学
校学生

約75名
高卒（見込み含む）

21歳未満
9月7日～28日

１次 11月３日・４日
２次 12月５日～７日

航空学生

海：約70名
（うち女子若干名） 高卒（見込み含む）

21歳未満
8月1日～9月7日

１次 ９月22日
２次 10月13日～18日
３次 11月11日～12日7日空：約70名

（うち女子若干名）

一般曹候補生

陸：約4,150名
（うち女子約155名）

18歳以上27歳未満 8月1日～9月7日
１次 ９月17日
２次 10月５日～12日

海：約1,140名
（うち女子約75名）

空：約1,000名
（うち女子約105名）

２等陸海空士
（男子）

陸：約4,760名

18歳以上27歳未満
年間を通じて行っ
ています
注２

受付時にお知らせ
します 注３

海：約1,260名

空：約1,740名

２等陸海空士
（女子）

「３・４月採用」
陸：約500名

18歳以上27歳未満
「３・４月採用」
8月1日～9月7日
注２

「３・４月採用」
９月24・25日海：約80名

空：約150名

注１：推薦について高等学校長の推薦等が別途必要です。

注２：平成20年３月中学校・高等学校卒業予定者及び中等教育学校前期課程修了予定者、卒業予定者の受付に

ついては、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。

注３：平成20年３月高等学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成19年９月16日以降に行います。

【お問い合わせ】

自衛隊阿南地域事務所

阿南市富岡町内町164

0884(22)6981
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月
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日
ま
で
国
民
文
化
祭
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催
さ
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、
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・
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と
〈
今
山
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村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

９

勝
浦
町
で
は
、
大
規
模
な
災
害
や
火
災
、

事
故
な
ど
の
発
生
時
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
を
防
災
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
登
録
す
る
「
勝
浦
町
防
災
協
力
事
業
所
登

録
制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。

い
ざ
と
言
う
時
の
地
域
防
災
力
向
上
の
た

め
に
、
多
く
の
事
業
所
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

《
協
力
の
内
容
》

事
業
所
の
防
災
活
動
へ
の
協
力
に
は
、
救

急
・
救
助
活
動
や
帰
宅
困
難
者
・
避
難
者
へ

の
支
援
、
一
時
避
難
場
所
の
提
供
、
資
機
材

の
提
供
な
ど
が
あ
り
、
様
々
な
方
法
で
地
域

貢
献
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
登
録
に
つ
い
て
》

登
録
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
対
応
す
る
災

害
」「
協
力
種
別
」「
協
力
可
能
時
間
帯
」
の

項
目
が
あ
り
、
事
業
所
の
状
況
に
応
じ
て
登

録
が
で
き
ま
す
。

登
録
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
総
務
税
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
登
録
し
た
事
業
所
は
希
望
に
よ
り

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

勝
浦
町

防
災
協
力
事
業
所
募
集
！

はぐくみ
クラブ行事

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
七
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

☆
リ
ト
ミ
ッ
ク
は
前
回
同
様
、
申
込
み
不

要
で
す
。
当
日
十
時
半
ま
で
に
広
場
に

来
て
く
だ
さ
い
。

☆
暑
い
季
節
な
の
で
、
お
着
替
え
、
お
茶
、

帽
子
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

六
月
の
活
動
報
告

布
用
ク
レ
ヨ
ン
と
ス
タ
ン
プ
で

エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

洗
濯
し
て
も
消
え
な
い
、
布
用
ク
レ

ヨ
ン
と
ス
タ
ン
プ
台
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
た
。

少
し
大
き
い
子
は
、
お
絵
か
き
を
。

小
さ
い
子
は
野
菜
や
自
分
の
手
足
型
を

楽
し
そ
う
に
ス
タ
ン
プ
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
お
着
替
え
を
入

れ
る
の
に
ぴ
っ
た
り
と
お
母
さ
ん
方
も

大
喜
び
で
し
た
。

◎
先
月
行
っ
たmama's

Cafe

が
大
変
好

評
だ
っ
た
の
で
、
月
一
回
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

次
回
は
七
月
二
十
七
日

で
す
。

登
録
制
で
初
回
の
み
年
会
費
五
百
円

（
お
皿
代
）

詳
し
く
は
、
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
の
ブ
ロ

グ
、
も
し
く
は
子
供
の
広
場
ま
で
。

新
規
申
込
み
は
七
月
二
十
日

ま
で
に

子
供
の
広
場
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

（
火
曜
、
金
曜
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

７ 月 の 行 事

31
日

24
日

17
日

13
日

10
日

３
日

休
み

水
遊
び
（
絵
具
・
シ
ャ
ボ

ン
玉
な
ど
を
使
っ
て
）

七
夕
祭
り

（
お
も
ち
ゃ
の
金
魚
す
く
い･

ボ
ー
リ
ン
グ･

ボ
ー
ル
投
げ

な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
し
た
あ
と
、

み
ん
な
で
、
そ
う
め
ん
を
作
っ

て
食
べ
ま
す
。）

リ
ト
ミ
ッ
ク

（
十
時
半
～
十
一
時
半
）

水
遊
び
（
絵
具
・
シ
ャ
ボ

ン
玉
な
ど
を
使
っ
て
）

七
夕
の
飾
り
作
り･

紙
芝
居

７月

▲出来上がったエコバック ▲おやこでエコバックをつくりました
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平
成
十
九
年
度
徳
島
県
狩
猟
免
許
試
験
が

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
免
許
の

取
得
を
考
え
て
い
る
方
は
講
習
会
の
受
講
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

狩
猟
免
許
の
種
別

網
猟
免
許

綱
を
使
用
し
て
狩
猟
す
る
者

わ
な
猟
免
許

わ
な
を
使
用
し
て
狩
猟
す
る
者

第
一
種
銃
猟
免
許

銃
器
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
（
圧
縮
ガ
ス
銃

を
含
む
）
を
使
用
し
て
狩
猟
す
る
者

第
二
種
銃
猟
免
許

銃
器
の
内
、
空
気
銃
（
圧
縮
ガ
ス
銃
を
含

む
）
を
使
用
し
て
狩
猟
す
る
者

試
験
科
目

知
識
試
験

適
性
試
験

技
能
試
験

試
験
期
日

第
一
回

八
月
二
日

場
所

徳
島
県
徳
島
合
同
庁
舎

時
間

午
前
十
時
～

（
午
前
九
時
五
十
分
ま
で
に
入
室
）

第
二
回

九
月
二
日

場
所

徳
島
県
徳
島
合
同
庁
舎

時
間

午
前
十
時
～

（
午
前
九
時
五
十
分
ま
で
に
入
室
）

狩
猟
免
許
講
習
会
日
程

第
一
回

七
月
二
十
三
日

申
込
み
締
め
切
り

七
月
十
三
日

場
所

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

時
間

午
前
十
時
～
午
後
三
時
頃

第
二
回

八
月
二
十
二
日

申
込
み
締
め
切
り

八
月
十
四
日

場
所

穴
吹
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
十
時
～
午
後
三
時
頃

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

県
民
環
境
部
環
境
局

環
境
首
都
課
自
然
共
生
室

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
担
当

０
８
８（
６
２
１
）２
２
６
２

勝
浦
町
産
業
建
設
課（

４
２
）１
５
０
５

平
成
十
八
年
度
（
平
成
十
八
年
四
月
～
平

成
十
九
年
三
月
）
に
お
い
て
、
勝
浦
町
情
報

公
開
条
例
に
基
づ
く
情
報
公
開
の
請
求
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

毎
年
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一
日
曜
日

に
実
施
し
て
い
る
、
全
町
一
斉
清
掃
で
す
が
、

六
月
号
広
報
で
、
九
月
の
一
斉
清
掃
日
を
九

月
二
日
と
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
今
年
は
、
同
日
に
勝
浦
町
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
る
為
、
第
二
日
曜
日
の
九
月
九

日
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

狩
猟
免
許
試
験
案
内

九
月
の
全
町
一
斉
清
掃
日
の

変
更
に
つ
い
て

勝
浦
町
情
報
公
開
条
例
の

平
成
十
八
年
度
運
用
状
況
に

つ
い
て

守ろう！確かめよう！
この最低賃金

平成18年10月１日発効

徳島県最低賃金

６１７円

※特定の産業には、産業別最低賃金が定められています。

徳島労働局労働基準部賃金室

088（652）9165

勝浦病院前庭の花壇を、阿波勝

浦ライオンズクラブの皆さんが整

備してくださいました。

これは、ライオンズクラブ設立30周年記念事業として

上勝町から運んできた大小の紫雲石を配置したもので、

勝浦病院前庭が美しく生まれ変わり、訪れる患者様にな

ごみの空間が生まれました。ありがとうございました。

勝浦病院の

前庭を整備
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目

的
子
育
て
中
の
親
子
を
神
山
町
の
野
外
に
誘

い
、
外
国
人
ア
ー
チ
ス
ト
と
の
親
子
課
外
授

業
、
山
の
散
策
、
栗
拾
い
、
地
元
の
お
祭
り

見
学
等
、
神
山
の
自
然
や
地
域
の
人
々
と
の

交
流
、
制
作
活
動
を
通
じ
て
親
子
の
絆
を
深

め
、
子
育
て
の
悩
み
や
孤
立
感
を
軽
減
し
、

子
育
て
の
楽
し
さ
を
再
認
識
す
る
。

日

時平
成
十
九
年
十
月
八
日

祝
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時

場

所

名
西
郡
神
山
町
神
領

大
粟
山
、
神
社
周
辺
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
一
・
三
階

参
加
費

一
名
に
付
き
五
百
円

（
材
料
費･

昼
食
代･

栗
林
入
山
料
）

対

象

者

子
育
て
中
の
親
子
（
年
長
～
中

学
生
以
下
）
三
十
五
組

集
合
場
所

貞
光
道
の
駅

午
前
七
時
三
十
分
出
発（
予
定
）

那
賀
川
道
の
駅

午
前
八
時
出
発
（
予
定
）

申
込
締
切

八
月
末
日

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

（
電
話･

Ｆ
Ａ
Ｘ･

メ
ー
ル･

手
紙
Ｏ
Ｋ
で
す
）

（
財
）徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

〒
７
７
０
―
０
９
４
３

徳
島
市
中
昭
和
町
一
丁
目
二

県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８（
６
５
４
）７
４
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８（
６
５
４
）７
４
１
４

E-mail
tk-boshi@proof.ocn.ne.jp

〈
担
当

池
田
・
玉
野
〉

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児
（
家
庭
で
保
育

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
日

日

時

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談

電
話
相
談

健
康
相
談
日

日

時

２
日

・
４
日

・
10
日

12
日

・
17
日

・
18
日

26
日

・
31
日

午
前
九
時
か
ら

場

所

生
比
奈
保
育
所

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

18日 11日 6日

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う

い
ろ
い
ろ
な
水
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

※
着
替
え
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
！

★
保
健
師
の
身
体
測
定
・
相
談

★
七
月
生
お
誕
生
会

四
・
五
歳
児
と
共
に
歌
を
歌
っ

た
り
、
手
遊
び
な
ど
を
し
て
あ

そ
び
ま
し
ょ
う

★
保
育
所
の
お
友
達
と
水
遊
び
を

し
ょ
う

※
的
当
て
遊
び
や
プ
ー
ル
遊
び
着
替

え
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
！

★
保
育
所
の
お
友
達
と
「
七
夕
の

集
い
」
を
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

子
育
て
支
援

親
子
課
外
授
業

心身の発育や発達に関する保護

者からの相談を次のとおり実施し

ます。

７月24日 午後２:00～

住民福祉センター１階

小松島療育センター

吉 良 明 美 先生

※相談については、事前に申し込

みが必要になります。７月19日

までに役場福祉課保健師へ申

し込み予約をしてください。予

約がない方については、受けれ

ません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

７ 月

子育て支援
センター事業

から

▲中学校のおねえちゃんといっしょにあそびました

７月から
子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設します
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勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談
事
業
者

へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者

団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

第
三
十
回

防
ご
う
！

少
年
非
行

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

七
月
、
八
月
に
は

「
防
ご
う
！
少
年
非
行
」

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
県
警
察

と
し
て
は
、
こ
の
期
間
中
特
に

①
街
頭
補
導
活
動
を
強
化

②
薬
物
乱
用
防
止
広
報
、
啓
発
活
動
の
実
施

③
「
お
父
さ
ん
の
た
め
の
非
行
防
止
教
室
」

の
開
催
な
ど
少
年
の
保
護
者
に
対
す
る
働

き
か
け

④
少
年
相
談
活
動
を
推
進

⑤
被
害
少
年
の
支
援

の
強
化
等
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
健
全
育
成

共
に
育
む

豊
か
な
心
と

生
き
抜
く
力

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
！

毎
年
、
多
く
の
方
が
交
通
事
故
で
尊
い
命

を
落
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
ら
助
か
っ
て
い

た
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
、
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
県
民
の

命
を
守
り
、
安
全
運
転
に
対
す
る
意
識
の
向

上
を
目
的
に
、
徳
島
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
が
主
催
す
る
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
県
民
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

期

間
七
月
一
日

～
八
月
三
十
一
日

運
転
者
さ
れ
る
方
へ

☆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
必
要

性
と
効
果
を
認
識
し
、

正
し
い
着
用
を
習
慣
づ

け
ま
し
ょ
う
。

☆

｢

面
倒
だ
か
ら
」
「
直
ぐ
近
く
だ
か
ら
」

と
い
う
気
持
ち
を
捨
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
後
部
座
席

を
含
め
た
同
乗
者
全
員
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

☆
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
場
合
は
、
体
格
に
あ
っ

た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
用
し
、
幼
児

の
安
全
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

警
察
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集
中
！

受
験
資
格

昭
和
五
十
二
年
四

月
二
日
か
ら
平
成
二

年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
（
大
卒
は
除
く
）

申
込
期
間

八
月
十
四
日
～
三
十
一
日

試

験

日

十
月
十
四
日

試
験
申
込
書
配
布
開
始

七
月
三
日
か
ら

問
い
合
わ
せ

小
松
島
警
察
署
ま
で

（
３
２
）０
１
１
０

７
月
、
８
月
の
猟
銃
の
講
習
日

経
験
者
講
習

７
月
11
日

三
好
警
察
署

７
月
25
日

徳
島
西
警
察
署

８
月
８
日

美
馬
警
察
署

８
月
22
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

８
月
１
日

徳
島
西
警
察
署

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

8月 7月

２
日

23
日

30
日

５
日

19
日

26
日

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

０
８
８（
６
２
５
）８
９
０
０

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時

月～金 ９時～17時 日時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-ikuseikai
@kouryu-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinren
@kouryu-plaza.jp
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あなたの年金記録を

もう一度チェックさせてください
～被保険者・年金受給者の皆様へ～

お客様からのお問い合わせには真摯に対応します

社会保険事務所の専用窓口にお問い合わせください

お電話でのお問い合わせ

「ねんきんダイヤル」 0570－05－1165

（６月11日からはフリーダイヤル 0120－657830
ロウゴナヤミゼロ

）

インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金加入履歴の

取得をご利用下さい（http://www.sia.go.jp）

この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心配を

おかけしておりますことを、心よりお詫び申し上げます。

基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も大切に保管しております!

■平成９年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居等により、お１人が複数の年金

番号を持つ場合も生じていましたが、１人１番号の基礎年金番号を用いて、年金記録

の確認を簡易・迅速に行なえるようにしました。

■これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者に行い、また、年金の請求時に

もご本人に確認してきましたが、まだ約5,000万件（平成18年６月）の記録が、基礎

年金番号に結びつけられていません。この末統合の記録は大切に保管されていますが、

そのままでは年金支給に結びつかなくなるおそれがあります。

年金記録問題への新対応策を進めます！

■5,000万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と、突き合わせ、未統合の記録が

ある場合可能性のある方には、お知らせします。

■社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書等の証拠がなくても、銀行通帳の

出金記録、元雇用主の証言などを根拠として、第三者委員会で判断してもらう仕組み

を作ります。

■５年の時効を超えた場合でも、全額お支払できるようにする特別立法が国会に提出さ

れています。
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人
間
ド
ッ
ク

脳

ド
ッ
ク

が
ん
検

診

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方および前期高齢受給者

の方。ただし、老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象になりません。

(６～８月に実施する総合健診および農協で実施する健診を受診する人も対象となりません。)

対 象 者

国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、勝浦町総務税務課へお申し込みください。

定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町総務税務課国保係〈 42-1503〉まで問い合わせください。

申し込み方法

申し込み締切日

を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

｝
脳ドック
検査項目 神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集脳検査、聴力検査

ＭＲＩ(脳の断面図)、ＭＲＩ(脳血管の画像診断)、頚部頚動脈

費 用 40,900円（自己負担 6,100円・補助金額 34、800円）

医療機関 阿南共栄病院

期 間 平成19年８月29日から平成19年12月27日までの病院指定日

募集人数 35人（申し込み順とします）

がん検診
検査項目 男性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９、ＰＳＡ

（すい臓がん、胆管がん、大腸がん、胃がん、肺がん、前立腺がん等）

女性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９

（すい臓がん、胆管がん、大腸がん、胃がん、肺がん等）

費 用 男性 8,300円（自己負担 1,300円・補助金 7,000円）

女性 7,500円（自己負担 1,200円・補助金 6,300円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成19年９月18日から10月11日までの病院指定日

募集人数 40人（申し込み順とします）

人間ドック
検査項目 内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診（視触診）

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小板数

ヘマトクリット値、ＧＰＴ、ＧＯＴ、ＡＬＰ、ＬＤＨ

γ－ＧＴＰ、ＺＴＴ、Ｔ－ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ

蛋白分画、Ｔ－ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵＮ、ＵＡ、Ｎａ

ＣＬ、Ｋ、クレアチニン、血糖、ＨＢＳ抗原

ＨＤＬコレステロール、ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線および超音波検査

胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、腹部超音波

心臓検査 心 電 図

費 用 36,100円（自己負担 5,500円・補助金額 30,600円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成19年９月18日から10月11日までの病院指定日

募集人数 35人（申し込み順とします）

成人病

検診
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脳卒中は、脳血管が原因となり、突然神経障害が生じて、その症状が24時間以

上持続する状態を言います。脳血管が閉塞して起きる脳梗塞、脳血管が破綻して

起きる脳出血、くも膜下出血はともに脳卒中とよばれています。

脳卒中の発症危険は血圧が高いほど大きくなり、正常血圧の中でもその原因が

成り立ちます。

メタボリックシンドローム
が引き起こす病気

その１

脳卒中

脳梗塞は、原因別に脳血栓症と脳塞栓症に分けら

れます。脳血栓症はアテローム血栓性脳梗塞とラク

ナ梗塞があり、メタボリックシンドロームは前者に

最も関係し、後者は血圧が高い人に多く発症します。

脳塞栓症は心房細動を持つ人に多く発症します。

いずれも血管が詰まる結果、脳細胞に血液が届か

なくなり、細胞が壊死します。そして麻痺や言語障

害などが現れ、後遺症を残すこともあります。

● 脳 梗 塞 ●

血圧に敏感に反応して発症します。血圧が高くな

るに従い発症危険が高まり、至適血圧を１とした場

合、重症高血圧は21倍危険になります。高血圧治療

が最も効果のある脳卒中です。脳出血では、下記に

示す脳卒中の症状のいくつかが突然出現します。

回復後も半身麻痺や言語障害などの重い後遺症が

残り、また寝たきりになってしまうケースが多い深

刻な病気です。

● 脳 出 血 ●
６対４で女性に多い脳卒中です。約90％は脳動脈

瘤破裂が原因で、症状は突然の激しい頭痛と嘔気、

嘔吐です。

１ヶ月以内の死亡は30％ですが、大部分は手術の

機会を逃したものです。手術で完治するので、頭痛

と嘔気、嘔吐が同時に起きたら直ちに脳外科のある

病院を受診してください。

● くも膜下出血 ●

この兆候を見逃すな！ のシグナル脳 卒 中

◆ 左右どちらか半身の手足に力が入らない（運動麻痺）

◆ 触った感じがおかしい、異常な感覚が出現

◆ 言葉がうまく出ない、理解できない

◆ 文字が書けない、読めない

◆ 左右どちらかの視野が欠ける

◆ めまいやふらつきで歩けない

脳梗塞は、起ってから３時間以内に

血管につまった血栓を溶かす血栓溶

解療法（t-PA）を行なうと症状の軽

症化、消失が期待できます。

脳卒中は救急疾患です！
少しでも脳卒中を疑ったら、ためらうことなく救急車を呼びましょう！

◆ 突然の強い頭痛に吐き気、嘔吐を伴ったら…

脳梗塞と脳出血を疑い
一刻も早く救急車を呼ぶ

くも膜下出血を疑い
一刻も早く救急車を呼ぶ

（監修 秋田県立脳血管研究センター疫学研究部長 鈴木一夫）

脳梗塞は、サウナ、炎天下のゴルフ、入浴などで水分を十分に補給しない

と起こし易く、脳出血は寒い時期のトイレや脱衣、緊張や興奮で血圧が瞬

時に上がるときに起こし易いことが知られています。

脳卒中にならない
ための日常の注意

水分補給は
こまめに行おう
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の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

４ 水
健 康 相 談 13:30～14:30

中 角 集 会 所 住 民 健康手帳
介 護 教 室 14:30～15:30

５ 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民 問診票

６ 金 1 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成18年５月１日～
10月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳

11 水 総 合 健 診 ８:00～10:00 生名センター 住 民 問診票

13 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年１月１日～
５月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳

16 月 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 久 国 集 会 所 乳幼児とその家族
三角巾または
タオル

20 金 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民 問診票

23 月 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 横 瀬 集 会 所 乳幼児とその家族
三角巾または
タオル

24 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 星 谷 集 会 所 住 民 問診票

25 水 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 山 西 集 会 所 乳幼児とその家族
三角巾または
タオル

26 木 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

8/1 水 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 生名センター 乳幼児とその家族
三角巾または
タオル

２ 木 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00
今山ふれあい
交 流 館

乳幼児とその家族 〃

３ 金 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 中 角 集 会 所 乳幼児とその家族 〃

ん な 健の 康み

糖
尿
病
教
室
、
七
月
は
次
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ勝

浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

７月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

３日 内科医師 糖尿病について

10日 坂口栄養士 食事について

17日 正瑞薬剤師 薬について

24日 亀山看護師長 一般生活と運動

勝
浦
病
院

だ
よ
り

〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉
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平成17年５月30日付で厚生労働省から現行の日本脳炎ワクチン使用とＡＤＥＭ（急性散在性脳脊髄炎）

との因果関係により現在、日本脳炎ワクチン接種の積極的勧奨は差し控えています。

日本脳炎ウイルスの感染でおこります。ヒトから直接感染するのではなく、ブタの体内で増えたウイ

ルスが蚊によって媒介されます。感染者のうち1,000～5,000人に１人が７～10日の潜伏期間の後、高熱、

頭痛、嘔吐、意識障害、けいれんなどの症状を示す急性脳炎になります。

脳炎のほか無菌性髄膜炎や夏かぜの様な症状で終わる人もあります。脳炎にかかった時の死亡率は約15

％ですが、神経の後遺症を残す人が約50％あります。

日本脳炎ウイルスは北海道など一部を除く日本全体に分布していますが、流行は西日本地域が中心に

なります。この地域で飼育されているブタでの流行は、毎年６月からはじまり10月まで続きます。地域

差がありますがこの間に約80％以上のブタが感染しています。

最近では、予防接種を受けていない高齢者を中心に患者が発生しています。以前には小児、学童に好

発していましたが予防接種の普及で減っているものと思われます。

日本脳炎ワクチンは、日本脳炎ウイルスを不活化し、精製したものです。

【副反応】

接種後、２日以内に37.5℃以上の発熱が1.5％にみられています。注射局所の発赤、腫脹は接種を受け

た者100人中10人程度です。発疹や圧痛もまれにみられます。また、ごくまれ（100万人に１人程度）に

急性散在性脳脊髄炎（ＡＤＥＭ）の発生が報告されています。

※日本脳炎の第三期は、平成17年７月29日 予防接種法において中止。

日本脳炎について

日本脳炎ワクチン

蚊にさされないこと！

虫よけスプレーや蚊取り線香などを利用し、肌を露出しない服装を心がけましょう。

特に蚊の発生が多い水田地帯やブタなど動物を飼育している地域では、防虫対策を

忘れないで下さい。また、睡眠、栄養、休養を充分とり、抵抗力を低下させないよう

にしましょう。

日本脳炎予防接種の
積極的勧奨は差し控えています

一期初回
接 種

接種

基礎免疫完了

１～４週
まで

約１年

３歳に達した時から
４歳に達するまでの間（２回）

４歳に達した時から
５歳に達するまでの間（１回）

９歳に達した時から
10歳に達するまでの間（１回）

追加接種予防接種の

標準的な

接種期間
一期追加
接 種

二期接種

予防方法
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人
権
と
は
、
『
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
持
っ
て
い
る
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
権
利
』
で
す
。
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
『
人
間

ら
し
く
』
と
い
う
意
味
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
反
対
に
、
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ

な
い
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
。

私
は
そ
の
一
つ
に
、
い
じ
め
や
差
別

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
じ
め
や
差
別

は
、
そ
れ
を
受
け
る
人
の
人
権
を
踏
み

に
じ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
小
学
生
の
頃
に
い
じ
め
を

し
て
い
ま
し
た
。
嫌
い
な
わ
け
で
も
な

く
、
何
か
を
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
集
団
で
無
視
を
し
た
り
、

大
声
で
み
ん
な
と
悪
口
を
言
っ
た
り
平

気
で
し
て
い
ま
し
た
。

「
あ
い
つ
が
ウ
ザ
イ
け
ん
、
あ
い
つ
が

悪
い
ん
だ
」
と
そ
の
と
き
は
思
っ
て
い

ま
し
た
。

で
も
、
今
考
え
て
み
る
と
、
本
当
は

自
分
自
身
に
原
因
が
あ
り
ま
し
た
。
私

自
身
の
弱
さ
が
原
因
だ
っ
た
の
で
す
。

あ
の
と
き
、
ク
ラ
ス
に
は
発
言
力
の

強
い
子
が
い
ま
し
た
。
普
段
か
ら
、
何

と
な
く
そ
の
子
に
は
怖
く
て
逆
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、

「
あ
の
子
ウ
ザ
く
な
い
？
シ
カ
ト
せ
ん
？
」

と
い
う
提
案
に
、
あ
の
と
き
誰
も
逆
ら

え
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
自
身
の
心
の
弱
み
に
入
ら
れ
た
の
で

す
。

『
あ
の
子
を
い
じ
め
な
い
と
、
今
度
は

自
分
が
や
ら
れ
る
。
自
分
が
い
じ
め
ら

れ
る
ん
だ
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
私

の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
中
に
あ
る

『
い
じ
め
な
い
と
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
る
』

と
い
う
気
持
ち
が
無
く
な
ら
な
い
限
り

い
じ
め
は
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

最
後
に
は
自
分
自
身
に
返
っ
て
き
ま
す
。

で
も
、
人
間
は
、
自
分
自
身
に
返
っ

て
く
る
ま
で
そ
れ
に
気
付
き
ま
せ
ん
。

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、
私
た
ち

は
一
体
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
自
身
が
自
分
に
自
信
を
持
ち
、

自
分
を
好
き
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
中
に
あ
る
、

弱
い
心
を
無
く
す
こ
と
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
は
今
ま
で
、
自
分
の
こ
と
が
本
当

に
嫌
い
で
、
何
を
し
て
も
自
分
に
自
信

が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、
自

信
を
持
つ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
も
、
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
私
が
、
中
学
生
に
な
っ
て
、

あ
る
先
生
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
先

生
は
、

「
自
分
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
何
も
変
わ

ら
な
い
。
周
り
に
変
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
な
ら
、ま
ず
は
自
分
が
変
わ
り
な
さ
い
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
私
は
す
ぐ
に
、

「
ム
カ
つ
く
」

「
ウ
ザ
イ
ん
だ
よ
。
死
ね
！
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
先

生
や
周
り
の
友
達
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

ま
ず
、
言
葉
遣
い
か
ら
直
し
て
い
き
ま

し
た
。

た
だ
そ
れ
だ
け
の
本
当
に
小
さ
な
こ

と
な
の
で
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

気
持
ち
の
起
伏
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
言
葉
遣
い
を
直
す
こ

と
で
、
私
は
少
し
だ
け
変
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
周

り
の
友
達
と
明
る
く
穏
や
か
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
心
か
ら
笑
い
あ
え
る
こ
と
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
に
自
信

が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
の
先
生
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
の
先
生
が
い
た
か
ら
こ
そ
、

私
は
自
分
自
身
の
弱
さ
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
の
中
に
あ
る
弱
い

と
こ
ろ
を
認
め
、
そ
れ
を
直
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
私
は
、
自
分
の
弱
さ
を

無
く
す
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
周
り
の
友
達
を
大
切
に
思
い
、

そ
し
て
私
自
身
が
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
、
自
分
に
で
き
る
小
さ
な
こ
と
か

ら
始
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会

徳
島
県
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

人
間
ら
し
く
生
き
る
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珍
客
は
他
県
の
娘
孫
二
人横

瀬

西

蔭

達

男

小
さ
い
が
集
え
ば
大
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

久
国

美

馬

真

由

中
心
に
母
さ
ん
が
い
て
平
和
で
す

横
瀬

日

下

美

里

中
立
で
ち
ょ
っ
と
見
て
み
る
風
の
向
き

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

地
図
ひ
ろ
げ
旅
行
の
プ
ラ
ン
練
っ
て
み
る

横
瀬

前

田

好

月

チ
ン
と
鐘
叩
い
て
朝
の
供
養
す
る

立
川

前

田

千

恵

父
の
日
は
母
の
日
よ
り
も
影
う
す
い

横
瀬

前

田

好

月

地
に
染
ま
り
肌
に
馴
染
ん
だ
里
が
好
き

生
名

岩

本

敏

子

近
道
を
し
た
ば
っ
か
り
に
落
し
穴

横
瀬

呑

口

久

子

地
図
に
な
い
人
生
縮
図
振
り
返
る

横
瀬

関

東

紀

美

〈
評
〉
そ
れ
ぞ
れ
に
経
験
と
歴
史
が
あ
る
。
時
々

は
立
ち
止
ま
り
歩
ん
で
来
た
道
を
考
え
た
い
。

よ
い
と
思
っ
て
来
た
道
だ
。
悔
い
な
く
突
っ
走

り
た
い
。

千
鳥
足
み
や
げ
の
包
み
し
っ
か
り
と

横
瀬

桜

木

千

代

〈
評
〉
千
鳥
足
で
も
道
を
違
え
ず
、
し
か
も
奥
さ

ん
へ
の
お
土
産
を
し
っ
か
り
か
か
え
て
。
家
の

柱
だ
か
ら
気
を
付
け
て
欲
し
い
。

知
恵
と
手
間
出
し
惜
し
み
せ
ず
助
け
合
う

横
瀬

日

下

美

里

〈
評
〉
南
海
地
震
を
言
わ
れ
た
り
、
毎
年
の
よ
う

に
台
風
が
来
る
と
そ
の
被
害
が
起
き
る
。
そ
ん

な
時
に
は
心
か
ら
気
持
ち
よ
い
応
援
を
し
た
い

も
の
だ
と
思
う
。

少
子
化
で
珍
し
く
見
る
鯉
の
ぼ
り

横
瀬

関

東

紀

美

老
い
し
今
明
日
の
目
覚
め
を
祈
る
宵

与
川
内

武

田

裸

天

差
別
な
く
ど
の
候
補
と
も
握
手
す
る

坂
本

平

尾

智

男

足
腰
の
弱
い
分
だ
け
口
達
者

横
瀬

呑

口

久

子

「
只
今
」
と
戻
っ
て
覗
く
冷
蔵
庫

中
山

山
下
ふ
さ
を

た
く
ま
し
い
孫
の
背
中
に
一
し
ず
く

与
川
内

武

田

裸

天

能
力
の
代
り
忍
耐
力
が
あ
る

棚
野

殿

川

早

苗

「
畜
生
」
と
頑
張
っ
た
甲
斐
あ
り
ま
し
た

中
山

山
下
ふ
さ
を

祝
日
に
し
た
い
産
声
聞
い
た
日
を

棚
野

島

つ
と
む

パ
ン
食
の
朝
は
仏
を
飢
え
さ
せ
る

立
川

堀

梅

子

落
ち
込
ん
で
い
る
日
に
親と

友も

の
電
話
来
る

横
瀬

中

田

万

里

戦
争
も
平
和
も
核
も
知
っ
て
い
る

生
名

岩

本

敏

子

気
ま
ぐ
れ
な
風
に
時
々
だ
ま
さ
れ
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

聞
き
耳
を
立
て
れ
ば
声
が
低
く
な
る

棚
野

田

中

思

葦

天
才
と
一
重
の
位
置
に
あ
る
苦
労

棚
野

田

中

思

葦

近
道
と
渡
る
浅
瀬
が
深
く
な
る

棚
野

島

つ
と
む

ほ
め
ら
れ
て
か
ら
は
努
力
が
本
物
に

棚
野

殿

川

早

苗

爺
さ
ん
の
お
は
こ
で
婆
さ
ん
好
き
な
唄

立
川

堀

梅

子

選
挙
す
み
今
は
無
縁
と
知
ら
ぬ
顔

横
瀬

西

蔭

達

男

歳
月
は
巡
り
て
も
と
の
二
人
き
り

坂
本

平

尾

智

男

木
に
吊
る
す
餅
を
鴉
が
横
取
り
す

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

会
え
ば
す
ぐ
昔
に
戻
る
ク
ラ
ス
会

中
角

花

岡

福

枝

日
暮
れ
道
父
母
恋
う
て
墓
参
り

中
角

花

岡

福

枝

億
の
金
欲
し
い
が
核
は
願
い
下
げ

久
国

美

馬

真

由

〈
評
〉
核
の
問
題
は
（
東
洋
町
の
件
）
Ｏ
Ｋ
す
れ

ば
そ
の
地
域
と
何
百
年
の
関
係
が
生
ま
れ
る
。

し
か
し
ど
こ
か
で
受
け
入
れ
処
理
の
必
要
は
あ

る
。
よ
く
検
討
し
た
い
も
の
だ
。

後
継
者
な
い
古
里
の
過
疎
進
む

横
瀬

中

田

万

里

〈
評
〉
個
人
の
夢
を
グ
ル
ー
プ
の
夢
へ
発
展
さ
せ

た
い
も
の
。
後
継
者
も
出
来
て
古
里
も
暮
ら
し

や
す
く
な
る
。
そ
ん
な
夢
見
て
頑
張
り
た
い
。

老
い
て
な
お
夢
が
あ
る
か
ら
生
き
ら
れ
る

立
川

前

田

千

恵

〈
評
〉
い
く
つ
に
な
っ
て
も
夢
が
あ
る
。
空
想
で

終
わ
る
夢
で
も
、
お
お
い
に
持
っ
て
楽
し
む
こ

と
は
、
脳
の
活
性
化
に
も
よ
い
と
思
う
。
夢
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「
ち
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

七
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

八
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

秀

句

秀

句

か
つ
う
ら
柳
壇

井

上

博

選
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指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

７
月
７
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

７
月
14
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

３日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

10日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

14日

（土）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

24日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

２日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

９日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

17日

（火）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

23日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

５日 ・19日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

６日 ・20日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

不用犬
引き取り日

10日 ・24日

※登録している犬の場合は
印鑑と鑑札が必要です。
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☆小学校低学年の部☆

おじいちゃんのごくらくごくらく 西 本 鶏 介

ハキちゃんの「はっぴょうします」 薫 く み こ

ぼくのパパはおおおとこ カール・ノラック

はっぱじゃないよぼくがいる 姉 崎 一 馬

☆小学校中学年の部☆

りんごあげるね さえぐさひろこ

ピトゥスの動物園 サバスティア・スリバス

ゆりかごは口の中 桜 井 淳 史

干し柿 西 村 豊

☆小学校高学年の部☆

七草小屋のふしぎなわすれもの 島村木綿子

両親をしつけよう！ ピート・ジョンソン

平和の種をまく 大 塚 敦 子

あきらめないこと、それが冒険だ 野 口 健

★おはなし会

22日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください

７
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０１１ １２ １３ １４

１５１６１７１８ １９ ２０ ２１

２２２３２４２５ ２６ ２７ ２８

２９３０３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

課題図書がそろいました。夏休み中は利用者が多いので貸し出し期間を課題

図書に限り一週間にさせてもらいます。期間内にたくさんの方に利用してもら

えるよう、よろしくお願いします。

☆中学校の部☆

レネット 名木田恵子

一億百万光年先に住むウサギ 那 須 田 淳

世界一おいしい火山の本 林 信 太 郎

☆高等学校の部☆

てのひらの中の宇宙 川 端 裕 人

ぼくたちの砦 エリザベス・レアード

泣き虫しょったんの奇跡 瀬 川 晶 司

日 時 ７月22日
午前９時30分～午後３時30分

場 所 福祉センター３階

講 師 徳島県建設労働組合勝浦支部

代表 遠 藤 利 一 氏

準備するもの のこぎり・かなづち・お弁当

水筒など

★７月17日 までに図書館へ

お申し込みください。

※材料費が必要です。

※小学生対象です。

木 工 教 室
オ ー ル 山 田 悠 介

再婚生活 山 本 文 緒

逆立ち日本論 養 老 孟 司

がらくた 江 國 香 織

日本一不運な男 新 堂 冬 樹

溶ける街透ける路 多和田葉子

長野殺人事件 内 田 康 夫

純愛小説 篠 田 節 子

カシオペアの丘で 上・下 重 松 清

銀しゃり 山 本 一 力

夜 想 貫 井 徳 郎

蒼の悔恨 堂 場 瞬 一

挑 発 者 東 直 己

大人のクチュール スカート 月 居 良 子

フライパンひとつで毎日のおかず 大 庭 英 子

獣医からもらった薬がわかる本 浅 野 隆 司

新着図書の一部紹介
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まちのうごき
平成19年５月16日～６月15日（敬称略）

人 口（平成19年５月31日現在）

世帯数 2,153戸
男性 3,044人
女性 3,298人
計 6,342人

出生 男 ０人 女 ０人 計 ０人
死亡 男 ２人 女 ３人 計 ５人
転入 男 ２人 女 ４人 計 ６人
転出 男 ９人 女 ７人 計 16人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字棚野字野神元 幸山ミヨシ（89歳）

大字三溪字西谷 椎野ミサヱ（84歳）

日 時 ７月６日 ・13日
20日 ・27日

午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽

にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 17 ・24 午後 7:30～9:30

踊 り 11 ・18 午後 7:30～9:30

歌 謡 12 ・26 午後 7:30～9:30

生け花 ９ ・23 午後 7:30～9:30

大正琴 ５ ・19 ・27
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

７月 交流講座ご案内

踊り教室の山村福祐佳師匠（木村桂子さん）

が２ヶ月（８回）２曲の振り付け教授を奉仕して

くださるとの有難い申し出がありました。

曲名は、吉野川・阿波の盆恋です。９～10月

（日程は未定）夜間７:30～9：30です。

先着順に受付いたします。来てください。

※申し込みは ＩＰ 050(3438)8631 （42）3305

勝浦会館からお知らせ【受講者募集】

７月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時

休日:午後７時～翌朝午前９時

毎月、行われておりました、出張年金相談所は、６

月末をもって廃止されましたが、年金問題対応の為、

７月も出張年金相談所が、実施されることとなりまし

たので、ご利用ください。

日 時 ７月12日 午前10時～午後３時
場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ７月14日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ７月２日 ～31日 までの平日
（土･日･祝日除く）午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

出張年金相談所

年 金 相 談 ご利用
ください！

善意ありがとうございました
（５月16日～６月15日）

幸 山 利 勝 さん（棚野）

以上の方から善意銀行に善意がよせら

れました。ありがとうございました。
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